
住民基本台帳カードの多目的利用例の概要

⑫ 避難者情報管理サービス(柏崎市、橋本市、雲南市、鳥取県日南町)

⑪ 図書館サービス(室蘭市、深川市、伊達市、長沼町、むつ市、愛媛県松前町、宮崎県高千穂町、南郷町 等)

⑩ 電子マネー(荒川区<あらかわ遊園>、宮崎県高千穂町<市営バス>)

⑨ 電子窓口ロッカー(東村山市、高知県野市町)

④ 病院再来、検診予約サービス(大和市、水沢市、高知県大月町)

③ 健康情報管理サービス(水沢市、柏崎市、南砺市、掛川市、新見市、高知県本山町、香北町、大月町)

① 学童安心安全サービス(宮崎県南郷町)

⑧ 住基カード利用テレビ会議(薩摩川内市)

② 救急活動支援サービス(水沢市、市川市)

⑥ 国民健康保険資格確認(高知県本山町、香北町)

⑦ 地域通貨(市川市、北九州市、熊本県小国町、銚子市、島根県雲南市、別府市、阿蘇市)

(注)平成１７年度に実証実験等を行う見込みのものを含む。

⑤ 公共施設予約サービス(むつ市、水沢市、大和市、三条市、柏崎市、南砺市、掛川市、羽曳野市、新見市、宮崎県南郷町)

⑬ ポイントカード((深川市、秩父別町、北竜町<公共温泉施設ポイント>、長沼町<町福祉等ポイント>、長浜市<商店街ポイント>)

参考資料２





② 救急活動支援システム

市役所

救急活動支援サーバ

職員端末

庁内ネットワーク

職員端末

庁内ネットワーク

救急車

簡易端末

利用者宅

訪問

福祉サービス供給窓口等

救急車や医療機関等で搬送された住民の住基カードに登録されている情報を参照できる
こと、住民が突然の事故や急病となった時、救急車内や搬送先病院で、搬送者の連絡先やかかりつけの医療
機関、病歴など即座に把握でき、病状や住民ごとに適した処置を行える機能を提供している。
また、特徴としては、簡易端末を使い、救急車内で搬送者の連絡先を参照するほか、申請者の自宅等出先
において情報の参照や更新ができることとしている。

市川市消防局

職員端末

可動救急車の全車両に
簡易端末を１１台配備

消防署（出張所含む）に
職員端末を５台配備
簡易端末を６台配備

福祉サービス供給窓口に
職員端末を３台配備
簡易端末を１６台配備

電子行政サービス窓口に
職員端末を１台配備
簡易端末を２台配備



③④⑤ 健康情報管理、病院再来・公共施設予約 等

住基ネットでの本人確認に利用住基ネットでの本人確認に利用

公 的 個 人 認 証 サ ー ビ ス
保存用カードとして利用

公 的 個 人 認 証 サ ー ビ ス
保存用カードとして利用

身分証明書として活用身分証明書として活用

救急支援サービス救急支援サービス
公共施設予
約サービス

公共施設予
約サービス

印鑑登録証明書交
付サービス

印鑑登録証明書交
付サービス

証明書等自動
交付サービス

証明書等自動
交付サービス

申請書等自動作成
サービス

申請書等自動作成
サービス

成人保健サービス
成人保健サービス図書検索予約

サービス

図書検索予約
サービス

水沢病院再来
予約サービス

水沢病院再来
予約サービス

自宅等

ＫＩＯＳＫ端末

住民基本台帳カード

水沢市

○○○○年○○年○○日まで有効

生年月日
氏 名
住 所
連 絡 先

昭和○○年○○月○○日 性別 ○
水沢 花子
水沢市○○町○丁目○番○号
水沢市役所 TEL0197－24－2111

住民基本台帳カード

水沢市

○○○○年○○年○○日まで有効

生年月日
氏 名
住 所
連 絡 先

昭和○○年○○月○○日 性別 ○
水沢 花子
水沢市○○町○丁目○番○号
水沢市役所 TEL0197－24－2111

ICカード標準システム
ICカード標準システム



⑥ 国保資格確認サービス

C村
B市

患者
医療機関

保険証資格照会

保険証資格認証

【国保資格確認サービスのイメージ図】

国保資格

市町村

（県国保連）

共同利用
センター

国保
A町

レセコン

保険者データの転送

左図のように、国保資格確認のためのキー情

報を登載した住基カードと既存の国保被保険者証

の２枚のカードを、透明の収納ケースに入れて携

帯する形で連携を図ることとした。

なお、この方式はあくまでも過渡的な方法であり、

将来的には券面表記の見直しまで踏み込んだ住

基カードと国保被保険者証の完全な統合を検討

すべきと考えている。

本サービスは、国保被保険者の

資格確認をオンライン化することに

より関係機関の業務効率化やコス

ト削減に繋がるとともに、住民サー

ビスの向上を目指すものである。

①サービスの概要

避難者情報

住民基本台帳カード

○○市
２０１３年８月３１日まで有効

　　氏　　名　　　　住基　太郎

連　絡　先　　○○市役所市民課　T EL :012-345-6789

避難者情報

住民基本台帳カード

○○市
２０１３年８月３１日まで有効

　　氏　　名　　　　住基　太郎

連　絡　先　　○○市役所市民課　T EL :012-345-6789

国民健康保険者証
住所 高知県・・・
氏名 ×× ××
年齢 △△・・・・・

住基
カード

国保証
（紙）

透明の収納ケースに
２枚のカードを収納

住基カード
（アプリ搭載）

（現行）

国民健康保険者証
住所 高知県・・・
氏名 ×× ××
年齢 △△・・

国保証
（紙）

（実証事業）

【実証事業での国保証との連携イメージ図】

②住基カードと国保被保険者証との連携方式

“住基カード”の利用

“快適な医療機関”

の 受診 を目指して

住基カード

避難者情報

住民基本台帳カード

○○市

２０１３年８月３１日まで有効

　　氏　　名　　　　住基　太郎

連　絡　先　　○○市役所市民課　T EL :012-345-6789

避難者情報

住民基本台帳カード

○○市

２０１３年８月３１日まで有効

　　氏　　名　　　　住基　太郎

連　絡　先　　○○市役所市民課　T EL :012-345-6789

避難者情報

住民基本台帳カード

○○市
２０１３年８月３１日まで有効

　　氏　　名　　　　住基　太郎

連　絡　先　　○○市役所市民課　T EL :012-345-6789

避難者情報

住民基本台帳カード

○○市
２０１３年８月３１日まで有効

　　氏　　名　　　　住基　太郎

連　絡　先　　○○市役所市民課　T EL :012-345-6789



⑦ 地域通貨

団体口座

市川市が地域通貨「てこな」の発行主体となり、個人および団体の参加者で地域通貨の授受を行いました。
参加した個人及び団体には初期ポイントを付与し、個人間の助け合いやボランティア団体等の活動に参加して
地域通貨を得ます。また、貯まった「てこな」は、個人間の助け合いや公共施設、商業施設で利用できるように
して実証実験を行いました。

団体に付与

個人口座 個人口座

個人に初期
ポイントを付与
個人に初期
ポイントを付与

商業施設

動植物園 公民館公共駐車場

県立現代産業科学館

防犯パトロール

介護地域清掃
サーバに個人口座を設けて
ポイントを管理する他、住
基カードを財布として、ポ
イントを引出して利用する。

専用ポイント交換端末等
を使って施設を利用

団体の活動に参加

市川市





住民住民

住民住民

公民館【市内４館】

電子窓口ロッカー

公民館【市内４館】

電子窓口ロッカー

市役所 各課市役所 各課

交付物・本など

職員

収受・決裁

申請書

住基カード

手数料

FAX・電話・電子申請など

夜、退勤後に
公民館のロッカーで

受け取り
(22:00まで受取可能)

自宅/会社から
FAX、電話、電子申請

で申請

⑨ 電子窓口ロッカー

住基カードを
利用してロッカー
から取り出し



乗り物や売店の係員に
カードを提示し、利用料金
などを支払います

乗り物や売店の係員にカー
ドを提示し、利用料金などを
支払います

【住基カードをお持ちの方】 【住基カードをお持ちでない方】

入口に設置されている端
末を使い、住基カードに電
子マネーをチャージします

入口に設置されている端末を
使い、あらかわ遊園カードの
発行とチャージを行ないます

帰るときに、使い残した電
子マネーを現金に換金し
ます

帰るときに、使い残した電
子マネーを現金に換金しま
す（カードは回収されます）

⑩ 電子マネー（あらかわ遊園）



標準ID
書き込み

Ａ市標準システム

図書館情報AP
ダウンロード

住基カード
（A市）

住基カード
（A市）

Ａ市図書館情報システム
（システムへ登録）

利用者
管理DB

標準ID:10101 標準ID:10101 住基カード
（A市）

Ａ市図書館
（貸し出し窓口）

利用者
管理DB

標準ID:10101=
図書ID:555555

⇒５冊貸出中

標準ID
読込み

登録

図書ID:555555

図書IDと
標準IDの
関連付け

検索
貸出処理
等

⑪ 図書館情報システムの概要

標準ID
読込み

住基カード
（A市）

AP ID ID ID

Ｂ市図書館情報システム
（システムへ登録）

利用者
管理DB

標準ID:10101 住基カード
（A市）

Ｂ市図書館
（貸し出し窓口）

利用者
管理DB

標準ID:10101=
図書ID:777777

⇒３冊貸出中

標準ID
読込み

登録

図書ID:777777

図書IDと
標準IDの
関連付け

検索
貸出処理
等

標準ID
読込み

住基カード
（A市）

ID ID

他に
① 住基カードの裏面に
バーコードをつける
② 住基カードの磁気
ストライプを利用する
方法もある。





医療・介護施設地域施設、健康・運動施設・
公共

施設

人が真ん中人が真ん中

元気元気

感感
動動

便便
利利

安心安心

①健康履歴 ④施設予約･申請
②健康相談 ⑤施設利用決済
③健康情報

避難所 <災害時>

『『柏崎健康安心サービス柏崎健康安心サービス』』（（電源地域情報化推進モデル事業電源地域情報化推進モデル事業））

(3)(3)安心分野（防災）安心分野（防災）

(1)(1)健康増進・予防分健康増進・予防分
野野

(2)(2)医療・介護分野医療・介護分野

柏崎市では、人口の約4分の1が65歳以上という高齢化の課題を抱えており、健康の増進、病気や介護の予防に対する住民の

ニーズが高まっています。本事業では、地域の現状を踏まえ、健康増進、安心の面から地域住民の生活について、IT（情報技

術）を活用して支援する一連のサービスを「柏崎健康安心サービス」として提供し、元気で安心なまち柏崎の実現を目指します。

個々人の取り組みやコミュニティ内
の連携による健康増進活動の促進

保健師、医師等の専門家のサポート
による病気予防や介護予防の推進

災害時に地域住民の安全・安心を確保

⑥国保資格確認
⑦介護認定照会
⑧介護情報連携

⑨避難者確認

参考参考
①住民基本台帳カードを利用者がサービスを利用するときの

カギとして活用。
・H16.６月 柏崎市が「住民基本台帳カード利用条例」を制定

（６サービス）
・H17.６月 条例改正（３サービス追加）

➁住基カードの取得状況
・H16.10月（サービス開始前） ：約 100枚
・H16年度末 ：約 550枚
・H17.10月末見込み ：約1200枚

③サービスの利用状況
・端末：45箇所（コミュニティセンター等地域施設12箇所、

健康・運動施設・公共施設等7箇所、医療介護施設等26箇所）
・利用回数：約600回/週

④実施期間等
・実施期間：Ｈ１５～１７年度（３年間）
・実施者 ：株式会社柏崎情報開発センター
・事業規模：１５８百万円（Ｈ１７年度）

サービス概要サービス概要 ①～⑨は左図参照

(1)健康増進・予防分野
①血圧や体重・体脂肪等のデータを本人が記録・参照するサービス。

（医療施設で提示可）
➁健康施設の保健師等とTV電話で健康相談するサービス。
③～⑤ 健康･運動施設等の空き情報、スポーツ教室等の情報の紹介から

予約申請・決済までを行うサービス。（予約申請・決済は一部のみ）

(2)医療・介護分野
⑥医療施設窓口にて国保資格状況を確認できるサービス。
⑦ケアマネージャが担当要介護者の介護認定情報を照会できるサービス。
⑧個人情報保護に配慮の上、ケアマネージャ、主治医等介護関係者間で

行っている要介護者の情報の共有を容易にするサービス。

(3)安心分野（防災）
⑨災害発生時、避難所にて避難者の入退所を記録し、必要救援物資の

円滑な配布のための災害対策本部での避難状況把握及び予め登録
した親類や家族等に無事に避難していることを電子メールで自動配信
するサービス。

参 考



⑬ 温泉めぐりポイントサービス

住民基本台帳ネットワーク

カード利用者

ＩＣカード標準システム・施設来訪管理システム（独自システム）

深川市 北竜町秩父別町

公共温泉施設

まあぶ
サンフラワー
パークゆう＆ゆ

住基カード

利用

特典

システム提供ポイント登録

認証

利用申請交付申請

カード発行
カードAP搭載



長浜市
市役所

商店街
加盟店

・住基ネットワークシステムにより実現します。

・ＩＣカード標準システムにより実現します。

（商店街ポイントサービス機能を追加）

住基カード

長浜市

氏名 長浜 太郎

住基カード発行申込
ポイント利用申請

住基カード発行

ポイント機能搭載

住基カード

長浜市

氏名 長浜 太郎

住基カード初回利用提示

ポイントＩＤ発行

住基カード

長浜市

氏名 長浜 太郎

・住基カードが商店街で利用可能になります。

日々のお買物で繰返し利用可能！！

お買物
住基カード持参・提示

ポイント操作

住基カード

長浜市

氏名 長浜 太郎

・ポイント加
算！

貯めたポイントを
・お買物
・各種サービス
に利用！！

⑬ ポイントサービス（商店街）




